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1　緒、．言

　身体発育状況の観察評価は，小児の健康管理解おい七

最も重要なものとして古くからその現場に導入されてい

る。特に，保健指導の実践にあたっては欠くことができ．

ない6・

我々は日本で雌し，許、畦腿性を母親とし・父親

が欧米人である小児（混血児）の発育状態にっいて，出

生時からの追跡的研究を実施し，’出生時の体位にヒ》いて

は前麟をおいて既に報告した』’その結果は1出生時の体

位は混血児の場合，母側の因子の影響が強く・7両親が日

本人の出生例とほ瞳同じ値を呈するというものであるσ一

今回は，その出生例を2歳まで追跡し，その結果を報告

するよ1∴1 ♂ 津【取

』1本研究の目鮒鯵単に混血児の発育状態を知るごとにあ

るのではなぐ詩今後更に増えるであろう混血児の健康管

理の充実を図るためには，一 棍血児である小児自身の条件

を把握する←つの基本的な資料を得るでとにある視前報

の目的にもある如く ダ
棍血児の発育評価の基準とし、で，9

「日本人の小児」 の発育の基準が用いられることの妥当

性に関して検討しておく必要があると考えたためである。

ごの、「基準」は何も身体発育に限ったことではなぐ，』保

健指導の充実には，対象どなる小児自身の条件・・1…養育を

しでいる母親や家族‘、家庭の条件、なので把握が最優先ざ

れることはいうま、でもない。ド ・… 』凸 昏し 、、

イト1［1、』1、　　　　　　　　e　

ン・』 対象及．び方法 ∵ 『： 1 ，、‘

』》二
上⊃㌧∋・・』・

　　 査♂』1、1 （・　　1　　 　　 』 rl1トい　1　ト

前報と同 じ対象により調査研究を行なった6．すなわち，

①1931年12月までに出生」満2歳を超えるまで総合母

子保健センター保健指導部を受診していた混血児（母親：

が日本人，父親だ欧米人ンで男児項例・女子箪倒1⑨

　1981年1月から1年闇に沖縄県にある米海軍病院におい

て出生 した日本人女性を母親とし父窺が米軍馨係者であ

る混血兜のうち宴同病院小兜科にて串生後満2歳す、ぎま

・で定騨な健診槻指導彦受け牟畢o例噸賜
である占

　これらの対象児について，身体計測値・受診時の所見

などをそ爽櫛設の記録より採用した認もに滝

護職が対象児め躰計測を行轡小児科医が診察響

担当し，指導をしていう。

　なお，今回は例数の関係から，両施設の例を合わせて

集計し検討を加えた。　　　　　　＼

皿　結　果

1． 身体発育状況
　　　　一＼

－＼

＼』
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対象児の生後1か月力喫4か賠での月齢別の体辱

身長の平均値を裏1に示した。また，図1はこれを曲綜

にしたものである。なお，男早において10か月時に受診

　　　　　　　　　　　　　＼　　　　　　　　！例がなかったo　　　　　　』　＼ト　　　　　　　・1・

　また， ；、⑳結果を昭和55年度厚生省全畢乳幼男身倦発

育調査結果 ・（以下・厚生省値という）と比蓉した結畢，

慨については生後1か月から3カ》月まで噸は対象児

の値が厚生省値より小さいのに対して，生後4か月以後、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いは全ての月齢で対象児の方が上廻っており・特に～ 項か

月以後はそれはより顕著になる。 一方，身長に関しては，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロヨ男児は生後4か月ま宅，女児では生後3か月までは厚生

省値が対象児の値より大きぐ，． それ以後は逆転している。
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表1　混血児の体重・身長の平均値

、　　　 　r． 目 体 重　　（kg） 身　　長 〔o）
　　・月麟＼　駅
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『

ら2r5’ 62、7
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10　～ 辱 9．27 一 笹2．
Ll　　～ LO．OL 9．47 7軌2 74．3
12
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女 ｝　～1 7，脇　 ＆oo』 63．6 68L2．

8　　～二 7．田 「＆％ 賂0 69．‘
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927
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　　　2．体格の月齢別区分

　　　個々の対象児の月齢毎の体重及び身長を厘生省値に基

　　づいて作成された発育曲線上にプpットし1該当する月

　　齢毎の計測値を厚生省値のパーセンタイル値によって区

，・ 分した。

　　　体重・身長がそれぞれ75パーセンタイル以上に位置す

　　るものをA群，25～75パーセンタイ ルの間にあるものを

　　B群，さらに25パーセンタイル未満のものをC群とし，

　　対象児の受診頻度が高い3か月・6か月。9 か月・12か

　　月及び18か月の各月齢における推移を調べた。 なお，表

　　2は，その結果を示したものである。

　　　体重及び身長ともにC群に属するものは各月齢とも最

　　も少なく，経過を追跡できた対象児では厚生省値の区分

　　でみると大きい方に偏りがあることがわかる。特に，身

　　長は，月齢が大きくなるにっれてA群に属するものの割

　　合が多くなり，出生時のA群が45．0％であづたものが

　　生後6か月以後60．0～69．2％にまで増加している。そ

　　れに反して，C群が漸減していることになる。また，体

　　重も身長のように顕著な増加はみられないが，月齢が大

　　きくなるにつれて徐々にA濤に属するものの割合が高く

　　なり，18か月では男児が62，5疹，．女子が55．0％となっ
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高野他翫乳幼児の舜育発導に関す15繹時的研究
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　全経過を同じ体格区分にあ2たものを不変群ダ 経過中

．fこ太きな区分に属するよ1聾ζなうた、ものを上昇群ジ、，まな

小さい区分に転落したものを下降群と区分し惹》～；体重及

・ぴ身長にっいて検討したよ体重にお、け、る不変群些ま男児10

鰍（5010％＞∫8r 嫌0例・（5516％），舜・上昇群に男児5

例（25．0％）・女子11例（30．5％），また ∫1，下降群は

・それぞ也う例ずやであったず身長にρいては・不変群は

男児く7・例1 （35’0％） 1、 ・ ・女児21例・（，58夢4％）， 上昇群は

男児8例（40．0彩）・女児7例（19．4％）また下降群

はるれぞれβ例（25∫Q％）！ζβ 臥（1珍3多）で毒？細

　。なおダ不変群の轟ち体軍に郵恥て阜番嶋属す為登のは

男児5例・女児11例，B群は男児4例・女児串、例，＝C群

．はぐれぞ鉱1例ずr？語め島れたg・、身輿齢群1男児年例

・女児11例・B群：男児1・例・、女児玲剛テ≧・ρ群萱∫男児に

1例のみであったo

　以上の点からみても，混血児の満2歳までの発育は月

齢が大きくなるにつれて厚生省値の区分で大きな範囲に

属するようになる。換言すれば，混血児は月齢が大きく

なるにっれてわが国の同月齢の乳幼児よりも大きくなる

といえる。

w　考　察

　混血児の身体発育状態を出生時から2歳までの間，追

跡的に調査した。混血児の身体発育が日本人の小児の発

育と差異が認められるかを検討することによって，混血

児の保健指導の基本的資料を得ることが目的である。

　身体発育に関する評価を行なうとき，発育に影響する

一＝r

’ぐ一・』
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ミ 1，iビ 、、庶戯 1愈賦将」）操域11．・・ ㌔ 『回一 ・ 一3 恥一 と、『1戸’

野紫明確1聾て郷沓勲楼蚤鮎1細うまで1鯵施

そ鯨黎討す蚤娠今煕饗脚顕庫⇒ざ全蘇碑㌧
ていないわけではない。例えば，対象児の生活環境や父

親に関する条件がそれである。・二つの施講、で混卯児釧の

資料を採用していることから，生活の場所の相違，父親

墨掲ま母翠り騨なす④社会経済飽条件鰯灘 誉うに

父緯の人種に関する情報林こ、，郵置眞橦謝レ∫と膝阿、¢君

劃ら¢1京をあ奥て無裸しなう～転で卑貫t曾、降導倉融、緊て軒

尋4と彦前以2τ述べておく朕二し安㌧レ薯、iζ二れら璽対琴鴉

Φ纈点1騨麺即脅ζレζ縄鱒弊箪噸韓間
幹全ノく孝粧苓牟マ西獣柔吃日本人医師と米興峯点璽類導

璽毒う⇒絵少場科匿越建庫抹態牽萎弄、マぞシ身、1尽健指導

を葬多）芦呆に碁づ駄、て実施レ∫セ、局4玄εi母顎喰育牽寡

輝し鮒・琴ぢ脚開始1欄する1講ウ準御1姻頃
を目標になされている、こと，それぞれの家庭においては

欧米の生活様式・食生活が実践されているごと，等々の

類似の条件もいくつか指摘できる。これらの条件は発育

に及ぼす影響としては決して小さいものではないことも

事実である。なお，父親めうち米軍関係者についてに，・

人種，体格，社会経済的条件などの情報の収築は米軍よ

り一部撞否された。

　わが国の乳幼児の身体発育の様相が欧米の乳幼児のそ
　　　　　　　　　2）れと異なる点として，高石は生後3～4か月頃を境とし

て曲線の上昇の程度の差をあげている。すなわち，欧米

のそれは3～4か月前後より急峻な曲線が描かれるのに

対して丁日本の乳幼児では比較的緩かな曲線となってい

る。今回Φ混血児群の発育曲線はそれと類似している。
　　　　3）　の　　5～，6》
また、高野，宮崎，高野ヒ》は，愛育病院保健指導部乗診

例の乳幼児の発育が欧米の乳幼児と類似した形をなして 1
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いることも報告している。

　対象とした混血児の発育が出生後には父側の因子の影

響を受けて欧米型の発育を示すものか，離乳などをはじ

めとする養育上の影響が関係しているかについては，今

回はここで必ずしも明確にするだけの検討を行えないこ

とは残念である。また，愛育病院例（現，総合母子保健

センター例〉が対象のなかに混入していることから，牽

育病院例が混血児の発育様相の決定に働きかけたことも

全くは否定できない。
　　　　　　　　　マン
　しかし，保志・須田らの混血児の学童期以後の発育に

関する追跡調査結果では，高学年になるにつれて日本人

学童の発育曲線と離れてアメリカ人の発育曲線に近付く

と報告している。この点から考えると，乳幼児期におい

ても既に年齢が長ずるにつれて日本人乳幼児より大きく

なっている傾向を認められるとも推測される。これにっ

いては，体重や身長を厚生省値（日本人乳幼児から得ら

れた値）に当てはめると摩生省値の大きな区分に入って

いる例が漸増していくこととも」致すると考えられる。

V　結　論

　混血児の発育状態を出生時から満2歳を過ぎるまで追

跡し，』次のような詰果を得た。

①混血児の体重及び身長の平均値は，出生時から3ん4

か月頃までは日本人乳幼児の発育値を下廻って小さい値

を呈するがi その後は漸次大きな値を示すようになる。

②混血児の体重・身長を日本人乳幼児の発育値のパーセ

ンタイル値による区分をして2歳まで経過を追うと，月

齢が大きくなるにつれて発育値の大きな区分に属するも

のの割合が多くなり，特に，身長においてより顕著であ

る。

第20集

以上のことから，出隼時は母側の要因である臼本人と

しての条件が強くみられるのに対して，年長になるにつ

れて父側（欧米人）の要因が影響してくるものと推測で

きる。

　最後に，この研究にあたり御協力下さいました沖縄米

海軍病院のD　r．YAuCK，Dr．DE　L1NE，K、カネンマ

氏に深く感謝致します。

　なお，本論文の論旨は第30回日本小児保健学会に於い

て報告した。
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